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　　　　＊




フランス中部ちうぶの或ある都市まちの

とあるお家うちの鳥籠とりかごに、




たつた一ひと言こと口眞似くちまねの

出來できる鸚鵡あうむが飼かはれてた。




出來できるといふのは他ほかでもない、

誰たれかゞ籠かごに近寄ちかよると、




すましかへつて大風おほふうに、

叱しかつていふのは次つぎのこと──




｟誰たれだ、そこにゐるのは？

　　誰たれだ…？｠




　　＊




ところで或ある日ひ籠かごの扉とを

うつかり女中ぢよちうが開あけたとき




得えたりと鸚鵡あうむは逃にげ出だして

早速さつそく庭にはの木きにとまる。




呼よんでも籠かごへは歸かへらない、

傍そばまで行ゆくと例れいの聲こゑ




｟誰たれだ、そこにゐるのは？

　　誰たれだ？…｠




　　　　＊




それから森もりへ飛とんでゆき、

櫻實ゆずらうめなぞ啄つつついた。




森もりは胡桃くるみが花盛はなざかり、

莓いちごは藪やぶに熟うれてゐる。




天氣てんきはよいし、人ひとはゐず、

鸚鵡あうむは愉快ゆかいでたまらない。




　　　　＊




さてこゝに一人ひとりの百姓ひやくしやうさん、

鐵砲てつぽうかりて獵かりに出でて、




森もりを朝あさからさまよつて

見みつけたものはこの鸚鵡あうむ。




『ホウ！』と思おもはず喜よろこんで、

銃つゝとりあげて忍しのび足あし、




獲物えもの目めがけて近ちかよつて、

銃つゝのねらひをつけかける。




すると鸚鵡あうむは氣きがついて

例れいの言葉ことばを云いひ出だした




｟誰たれだ、そこにゐるのは？

　　誰たれだ？…｠




　　　　＊




呆あつ氣けにとられて百姓ひやくしやうは、

聲こゑする方かたを見みまもつた。




この百姓ひやくしやうはその日ひまで

鸚鵡あうむといふもの知しらなんだ




こんなに上手じやうづにものをいふ

鳥とりに出であつた試ためしなし




｟誰たれだ、そこにゐるのは？

　　誰たれだ？…｠




　　　　＊




そこで段々だん〳〵怖こわくなり、

鐵砲てつぽは手てからずりおとし、




帽子ぼうしをとつて丁寧ていねいに

お辭儀じぎしたあと言いふことは、




『いや御免ごめんください、わたくしは

貴方あなたを鳥とりだと思おもひました。』




そして鐵砲てつぽをひろひあげ

もと來きた路みちへと逃にげ出だした。




鸚鵡あうむはこれで大得意だいとくい、

一日にち森もりをば飛とびまはる。

（了をはり）
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